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1. 2022年11月期の連結業績（2021年12月1日～2022年11月30日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年11月期 5,632 6.0 161 14.9 213 0.6 162 11.0

2021年11月期 5,312 8.8 140 ― 212 ― 146 ―

（注）包括利益 2022年11月期　　213百万円 （15.4％） 2021年11月期　　185百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
自己資本

当期純利益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年11月期 162.91 ― 6.2 2.7 2.9

2021年11月期 146.76 ― 6.0 2.9 2.6

（参考） 持分法投資損益 2022年11月期 2百万円 2021年11月期 2百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年11月期 7,997 2,718 34.0 2,729.93

2021年11月期 7,649 2,529 33.1 2,540.25

（参考） 自己資本 2022年11月期 2,718百万円 2021年11月期 2,529百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年11月期 206 △66 △121 2,042

2021年11月期 447 △45 △44 2,022

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年11月期 ― 0.00 ― 25.00 25.00 24 17.0 1.0

2022年11月期 ― 0.00 ― 25.00 25.00 24 15.3 0.9

2023年11月期(予想) ― 0.00 ― 30.00 30.00 13.6

3. 2023年11月期の連結業績予想（2022年12月 1日～2023年11月30日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,920 10.0 148 150.4 164 93.5 120 83.9 120.52

通期 6,100 8.3 270 67.4 300 40.3 220 35.6 220.96



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　有

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年11月期 1,000,000 株 2021年11月期 1,000,000 株

② 期末自己株式数 2022年11月期 4,331 株 2021年11月期 4,214 株

③ 期中平均株式数 2022年11月期 995,735 株 2021年11月期 995,894 株

（参考）個別業績の概要

1. 2022年11月期の個別業績（2021年12月1日～2022年11月30日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年11月期 5,581 6.5 152 16.3 211 4.5 162 15.5

2021年11月期 5,242 8.8 131 ― 202 ― 140 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後

1株当たり当期純利益
円 銭 円 銭

2022年11月期 162.59 ―

2021年11月期 140.76 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年11月期 7,883 2,666 33.8 2,675.78

2021年11月期 7,527 2,499 33.2 2,507.67

（参考） 自己資本 2022年11月期 2,666百万円 2021年11月期 2,499百万円

2. 2023年11月期の個別業績予想（2022年12月 1日～2023年11月30日）
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 2,888 10.8 144 160.9 159 81.1 116 67.7 116.39

通期 6,037 8.2 262 72.0 290 37.3 212 30.8 212.70

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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計画 実績 達成率

売上高 5,700 5,632 98.8％

経常利益 230 213 93.0％

親会社株主に帰属する当期

純利益
180 162 90.1％

純資産 2,550 2,718 106.6％

経常利益率 4.0％ 3.8％ 94.9％

自己資本比率 35％ 34％ 97.1％

１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの感染対策と経済活動の両立が進み、緩やかな回復

基調にありました。しかしながら、中国の「ゼロコロナ政策」やウクライナ情勢の長期化などによる原材料・エネ

ルギー価格の高騰、世界的なサプライチェーンの混乱による部品・半導体不足に加え、各国の高インフレ対策によ

る景気減速の懸念もあり、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような状況下、当社グループは当連結会計年度を初年度とする3ヵ年の中期経営計画に基づいて、顧客や社

会のニーズに応えた高品質製品の開発や生産体制の合理化等の重点施策に取り組み、利益率向上等による収益体

質・財務体質の改善を図り、企業価値の向上に努めました。また、設備投資について、これら重点施策推進に向け

計画いたしましたが、半導体・資材不足などの影響で予想以上に時間を要する状況となり、設備投資額は94百万円

にとどまりました。

この結果、当連結会計年度の経営成績は、取引先での部品不足等の影響を受けながらも、経済活動の再開ととも

に需要が次第に回復してきたことにより、売上高は5,632百万円（前年同期比6.0％増）となりました。利益につき

ましては、想定を上回る原材料および光熱費の高騰と物流費など諸経費の増加のため、販売価格の是正・経費削減

を進めた結果、経常利益213百万円（前年同期比0.6％増）、親会社株主に帰属する当期純利益162百万円（前年同

期比11.0％増）となりました。

また、中期経営計画に対する当連結会計年度の実績は以下のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

（注）2022年11月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用しているため、上

記の計画及び実績は当該会計基準等を適用した後の金額となっております。

　（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度の財政状態は、前連結会計年度末と比較して総資産は347百万円増加して7,997百万円となりまし

た。増加の主なものは、受取手形、電子記録債権、売掛金の売上債権合計額の増加213百万円、商品及び製品の増

加75百万円であります。

（負債）

負債は159百万円増加して5,279百万円となりました。増加の主なものは、支払手形及び買掛金の増加305百万円

であります。

（純資産）

純資産は188百万円増加して2,718百万円となりました。増加の主なものは、利益剰余金の増加137百万円、その

他有価証券評価差額金の増加30百万円であります。その結果、自己資本比率は0.9ポイント増加し34.0％となりま

した。

（３）キャッシュ・フローの概況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加は206百万円（前連結会計年度は447百万円の増加）となりました。これは主に税金等

調整前当期純利益213百万円、仕入債務の増加305百万円、棚卸資産の増加130百万円、売上債権の増加213百万円等

によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は66百万円（前連結会計年度は45百万円の減少）となりました。これは主に生産設備

の増強・維持更新ならびに研究開発設備のための有形固定資産の取得による支出66百万円等によるものでありま

す。
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連結 個別

　売上高 6,100 6,037

　営業利益 270 262

　経常利益 300 290

　当期純利益 220 212

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の減少は121百万円（前連結会計年度は44百万円の減少）となりました。これは主に長期借

入れによる収入400百万円、長期借入金の返済による支出464百万円、短期借入金の純減額30百万円等によるもので

あります。

以上の結果、当連結会計年度末における現金及び現金同等物は2,042百万円となり、前連結会計年度末に比べ19

百万円増加いたしました。

　（４）今後の見通し

次期の見通しといたしまして、新型コロナウイルス感染症の影響が緩和し、景気は緩やかに回復していくことが

期待されますが、原材料・エネルギー価格の高騰や物流コストの上昇、インフレ加速等による景気減速が懸念さ

れ、国内外の経済は先行き不透明な状況が続くものと予想されます。このような状況下、引き続き中期経営計画に

基づいて、①高機能・高付加価値製品の開発、②きめ細やかな対応による顧客満足度の向上、③生産の合理化、④

高収益体質確立に向けた利益率の向上など各種重点施策を確実に実行し、全社一丸となって中期経営計画達成と更

なる企業価値向上に取り組んでまいります。

　現時点における2023年11月期の業績予想は次の通りです。なお、2021年12月23日に公表した中期経営計画の数値

目標から変更はありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　　　（注）2022年11月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号）等を適用しているため、上

記の業績予想は当該会計基準等を適用した後の金額となっております。

　（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

　当社は、業績推移、設備投資や研究開発など将来の事業展開と経営体質強化のために必要な内部留保の充実を考慮

し、業績に応じた利益配分をすることを基本方針としております。

　当期の期末配当につきましては、安定した株主還元を重視し、期首の配当予想額通り１株当たり25円といたしま

す。

　次期につきましては、利益配分に関する基本方針や業績予想・設備投資計画などを総合的に勘案し、１株当たり30

円を予定しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

　当社グループは、国内の同業他社等との比較可能性を確保するため、会計基準につきましては日本基準を適用してお

ります。
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年11月30日)

当連結会計年度
(2022年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,022,946 2,042,211

受取手形及び売掛金 1,802,805 －

受取手形 － 965,864

電子記録債権 326,598 468,634

売掛金 － 908,358

商品及び製品 728,848 803,856

仕掛品 40,984 53,319

原材料及び貯蔵品 340,620 383,853

その他 44,876 34,225

流動資産合計 5,307,679 5,660,323

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 331,948 329,063

機械装置及び運搬具（純額） 235,668 191,966

土地 757,697 757,697

リース資産（純額） 8,048 －

その他（純額） 48,429 70,506

有形固定資産合計 1,381,792 1,349,233

無形固定資産 28,294 21,730

投資その他の資産

投資有価証券 791,665 834,742

長期預け金 19,322 18,746

繰延税金資産 113,180 105,239

その他 7,927 7,507

投資その他の資産合計 932,096 966,236

固定資産合計 2,342,183 2,337,200

資産合計 7,649,862 7,997,523

３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年11月30日)

当連結会計年度
(2022年11月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,687,306 1,992,450

短期借入金 1,099,380 1,090,576

未払費用 256,040 272,236

未払法人税等 82,819 28,963

その他 81,059 66,282

流動負債合計 3,206,605 3,450,508

固定負債

長期借入金 888,984 803,432

退職給付に係る負債 816,142 816,894

その他 208,581 208,581

固定負債合計 1,913,708 1,828,908

負債合計 5,120,314 5,279,417

純資産の部

株主資本

資本金 500,000 500,000

資本剰余金 41,095 41,095

利益剰余金 1,641,018 1,778,312

自己株式 △8,577 △8,830

株主資本合計 2,173,535 2,310,577

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 397,863 427,935

退職給付に係る調整累計額 △41,850 △20,406

その他の包括利益累計額合計 356,012 407,529

純資産合計 2,529,548 2,718,106

負債純資産合計 7,649,862 7,997,523
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年12月１日
　至　2021年11月30日)

当連結会計年度
(自　2021年12月１日

　至　2022年11月30日)

売上高 5,312,034 5,632,700

売上原価 4,286,303 4,550,874

売上総利益 1,025,730 1,081,825

販売費及び一般管理費 885,324 920,532

営業利益 140,405 161,292

営業外収益

受取利息 9 11

受取配当金 23,489 27,672

持分法による投資利益 2,587 2,512

技術権利料 14,975 16,457

助成金収入 32,036 14,600

その他 8,383 5,499

営業外収益合計 81,482 66,754

営業外費用

支払利息 9,181 8,256

固定資産除却損 0 5,885

その他 126 77

営業外費用合計 9,307 14,219

経常利益 212,579 213,827

税金等調整前当期純利益 212,579 213,827

法人税、住民税及び事業税 77,747 63,443

法人税等調整額 △11,326 △11,829

法人税等合計 66,421 51,613

当期純利益 146,158 162,213

親会社株主に帰属する当期純利益 146,158 162,213

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：千円）

前連結会計年度
(自　2020年12月１日
　至　2021年11月30日)

当連結会計年度
(自　2021年12月１日

　至　2022年11月30日)

当期純利益 146,158 162,213

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 36,584 30,072

退職給付に係る調整額 2,514 21,443

その他の包括利益合計 39,099 51,516

包括利益 185,258 213,729

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 185,258 213,729

非支配株主に係る包括利益 － －

（連結包括利益計算書）
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(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 500,000 41,095 1,519,781 △8,334 2,052,542

当期変動額

剰余金の配当 △24,921 △24,921

親会社株主に帰属する当期
純利益

146,158 146,158

自己株式の取得 △243 △243

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － 121,236 △243 120,993

当期末残高 500,000 41,095 1,641,018 △8,577 2,173,535

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評価

差額金
退職給付に係る調整累

計額
その他の包括利益累

計額合計

当期首残高 361,278 △44,365 316,913 2,369,455

当期変動額

剰余金の配当 △24,921

親会社株主に帰属する当期
純利益

146,158

自己株式の取得 △243

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

36,584 2,514 39,099 39,099

当期変動額合計 36,584 2,514 39,099 160,093

当期末残高 397,863 △41,850 356,012 2,529,548

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2020年12月１日　至　2021年11月30日）

- 8 -

川上塗料㈱(4616)　2022年11月期　決算短信



(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 500,000 41,095 1,641,018 △8,577 2,173,535

当期変動額

剰余金の配当 △24,919 △24,919

親会社株主に帰属する当期
純利益

162,213 162,213

自己株式の取得 △252 △252

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

当期変動額合計 － － 137,294 △252 137,041

当期末残高 500,000 41,095 1,778,312 △8,830 2,310,577

その他の包括利益累計額

純資産合計
その他有価証券評価

差額金
退職給付に係る調整累

計額
その他の包括利益累

計額合計

当期首残高 397,863 △41,850 356,012 2,529,548

当期変動額

剰余金の配当 △24,919

親会社株主に帰属する当期
純利益

162,213

自己株式の取得 △252

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

30,072 21,443 51,516 51,516

当期変動額合計 30,072 21,443 51,516 188,557

当期末残高 427,935 △20,406 407,529 2,718,106

当連結会計年度（自　2021年12月１日　至　2022年11月30日）
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(単位：千円)

前連結会計年度
(自　2020年12月１日
　至　2021年11月30日)

当連結会計年度
(自　2021年12月１日

　至　2022年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 212,579 213,827

減価償却費 137,460 121,911

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 44,082 31,651

受取利息及び受取配当金 △23,499 △27,683

支払利息 9,181 8,256

助成金収入 △32,036 △14,600

為替差損益（△は益） △719 △1,825

持分法による投資損益（△は益） △2,587 △2,512

有形固定資産除却損 0 5,885

売上債権の増減額（△は増加） △260,384 △213,452

棚卸資産の増減額（△は増加） △59,621 △130,576

仕入債務の増減額（△は減少） 363,586 305,143

その他 △14,810 △12,677

小計 373,231 283,344

利息及び配当金の受取額 23,624 27,808

利息の支払額 △8,902 △8,202

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 26,555 △114,235

助成金の受取額 32,780 17,416

営業活動によるキャッシュ・フロー 447,289 206,131

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △43,378 △66,767

無形固定資産の取得による支出 △1,750 －

投資有価証券の取得による支出 △360 △360

その他 △49 255

投資活動によるキャッシュ・フロー △45,539 △66,871

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △90,000 △30,000

長期借入れによる収入 550,000 400,000

長期借入金の返済による支出 △463,764 △464,356

リース債務の返済による支出 △16,042 △2,334

配当金の支払額 △24,921 △24,919

その他 △184 △193

財務活動によるキャッシュ・フロー △44,913 △121,802

現金及び現金同等物に係る換算差額 704 1,807

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 357,542 19,264

現金及び現金同等物の期首残高 1,665,403 2,022,946

現金及び現金同等物の期末残高 2,022,946 2,042,211

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を当連結会計年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサー

ビスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

これにより、販売奨励金等の顧客に支払われる対価について、従来は、販売費及び一般管理費、営業外費用に計

上しておりましたが、取引価格から減額する方法に変更しております。この結果、当連結会計年度の売上高は

19,540千円、販売費及び一般管理費は19,394千円、営業外費用は145千円それぞれ減少しております。また、経常

利益及び税金等調整前当期純利益に与える影響はありません。

なお、「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2021年３月26日）第98項に定

める代替的な取扱いを適用し、商品又は製品の国内の販売において、出荷時から当該商品又は製品の支配が顧客に

移転される時までの期間が通常の期間である場合には、出荷時に収益を認識しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、当連結会計年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首

の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しておりますが、当期首残高に与える影響額はあ

りません。

また、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた「受取手形及び売掛金」は、当

連結会計年度より「受取手形」「売掛金」と表示しております。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過

的な取扱いに従って、前連結会計年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号　2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新

たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、連結財務諸表に与える影響はありません。

（表示方法の変更）

（連結貸借対照表）

　前連結会計年度において、「流動資産」の「受取手形及び売掛金」に含めていた「電子記録債権」は、金額的

重要性が増したため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるた

め、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」の「受取手形及び売掛金」に表示してい

た2,129,403千円は、「受取手形及び売掛金」1,802,805千円、「電子記録債権」326,598千円として組み替えて

おります。

（連結損益計算書）

　前連結会計年度において、「営業外費用」の「その他」に含めていた「固定資産除却損」は、営業外費用の総

額の100分の10を超えたため、当連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映さ

せるため、前連結会計年度の連結財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結損益計算書において、「営業外費用」の「その他」に表示していた126千円

は、「固定資産除却損」0千円、「その他」126千円として組み替えております。

（連結キャッシュ・フロー計算書）

　「営業活動によるキャッシュ・フロー」における「有形固定資産除却損」は、金額的重要性が増したため、当

連結会計年度より独立掲記することとしました。この表示方法の変更を反映させるため、前連結会計年度の連結

財務諸表の組替えを行っております。

　この結果、前連結会計年度の連結キャッシュ・フロー計算書において、「営業活動によるキャッシュ・フロ

ー」に表示していた「その他」△14,810千円は、「有形固定資産除却損」0千円、「その他」△14,810千円とし

て組み替えております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前連結会計年度（自　2020年12月１日　至　2021年11月30日）及び当連結会計年度（自　2021年12月１日　

至　2022年11月30日）

　当社グループは塗料の製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

【関連情報】

前連結会計年度（自　2020年12月１日　至　2021年11月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記

載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省

略しております。

当連結会計年度（自　2021年12月１日　至　2022年11月30日）

１．製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記

載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）売上高

　本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省

略しております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　2020年12月１日　至　2021年11月30日）及び当連結会計年度（自　2021年12月１日　

至　2022年11月30日）

　該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自　2020年12月１日　至　2021年11月30日）及び当連結会計年度（自　2021年12月１日　

至　2022年11月30日）

　該当事項はありません。
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【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自　2020年12月１日　至　2021年11月30日）及び当連結会計年度（自　2021年12月１日　

至　2022年11月30日）

　該当事項はありません。

前連結会計年度
（自　2020年12月１日

至　2021年11月30日）

当連結会計年度
（自　2021年12月１日

至　2022年11月30日）

１株当たり純資産額 2,540.25円 2,729.93円

１株当たり当期純利益 146.76円 162.91円

前連結会計年度
（自　2020年12月１日

至　2021年11月30日）

当連結会計年度
（自　2021年12月１日

至　2022年11月30日）

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 146,158 162,213

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純

利益（千円）
146,158 162,213

普通株式の期中平均株式数（株） 995,894 995,735

（１株当たり情報）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式がないため記載をしておりません。

　　　２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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